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はじめに 

 

超高齢社会が到来し、認知症の人の数の増加がさらに見込まれる中、令和６年１月に、

「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」が施行されました。 

さらに同年12月には、国の認知症施策推進基本計画が策定され、「新しい認知症観」に基

づき施策を推進することが求められました。 

認知症基本法は、認知症の人を含めた国民一人一人が、相互に人格と個性を尊重しつつ支

え合いながら共生する活力ある共生社会の実現を推進することを目的としています。 

第９期の「かながわ高齢者保健福祉計画」（令和６年度～令和８年度）では、認知症基本

法を踏まえ、認知症に関する正しい知識と、正しい理解を深め、共生社会の実現に向けた取組

を進めていくことを目標としました。 

本県では引き続き、誰もが認知症になりうるという考えのもと、認知症の人自らが認知症

理解のために行う「本人発信」への支援など、誰もがともに生きる、共生社会へ向けた認知症

施策を進めていきます。 

これまで県では、平成27年度から認知症地域支援推進員研修を開始するとともに、活動の

参考としていただけるよう、県内市町村や県保健福祉事務所・センターにおける取組をまとめ

た事例集を作成してきました。 

お忙しい中、原稿作成にご協力いただきました皆様に厚くお礼申し上げますとともに、好

事例等、実際の取組を参考にしていただき、各地域で、共生社会の実現に向け、さらなる認知

症施策の推進に活用していただきますようお願いします。 

 

令和７年３月 神奈川県福祉子どもみらい局福祉部高齢福祉課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

神奈川県認知症の人と 

家族を支えるマークと 

かながわキンタロウ 
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利用にあたって 

 

 

（１）相談窓口等情報は、令和６年度に把握した情報をまとめたものです。 

 

（２）この事例集は、神奈川県高齢福祉課のホームページでダウンロードすることができます。 

 

（３）お気づきの点がありましたら、下記まで御連絡ください。 

 

  連絡先 〒231-8588 神奈川県横浜市中区日本大通１ 

       神奈川県福祉子どもみらい局福祉部高齢福祉課高齢福祉グループ 

       電 話 045-210-4846（直通） 

       メール anshinkaigo@pref.kanagawa.lg.jp 
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１ 特集 

  

 県で実施している、認知症施策の取組について、ご紹介します。 

 

（１） かながわオレンジ大使について                ５ページ 

 

（２） チームオレンジ・オレンジパートナーについて     ６～８ページ 

 

（３） 認知症未病改善キャラバンについて           ９ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

神奈川県認知症の人と 

家族を支えるマークと 

かながわキンタロウ 

その他の取組については、 

「かながわ認知症ポータルサイト」 

をご覧ください！ 

 

「かながわ認知症ポータルサイト」 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/u6s/cnt/f6401/index.html 
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「かながわオレンジ大使」（認知症本人大使）を募集しています！ 

（１）かながわオレンジ大使について 
  

 

 

多くの県民の皆様に、認知症につ

いて理解していただくため、認知症

の方ご本人が思いを直接伝え、その

人らしい活動を発信する「かながわ

オレンジ大使」（認知症本人大使）

を委嘱しています。 

第２期大使（12名）が令和６年

度末で任期満了となるため、令和７

年４月からは、随時に応募を受け付

けています。 

 

かながわオレンジ大使の皆様は、市町村等からの依頼による講演活動や研修会の講師、認

知症に関する会議への参加、テレビやラジオ、動画への出演、大使の作品展示等など、ご本人

の希望や体調に合わせ、参加・協力が可能な方法で様々な発信を行っています。今年度は、県

内各地から50件以上の依頼があり、活動をしていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜大使の講演等を聞いた方からのコメント（アンケート抜粋）＞ 

 本で読んだりして知っていたつもりだが、より実感した感じです。 

 本人の気持ちの確認が大切だと、あらためて認識できました！ 

 個人個人の病気の捉え方によって、人生は変わるのだなと思いました。 

 出来る限り続けて、メッセージを発信して下さい！ 

  
かながわオレンジ大使の 

活動の様子を発信中！ 



- 6 - 

 

（２）チームオレンジ・オレンジパートナーについて 
○チームオレンジについて 

認知症サポーターから一歩進んで、それぞれの地域でボランティア活動を行うサポーター

が誕生しています。 

認知症の人や家族の支援ニーズと、こうした認知症サポーターを中心とした支援をつな

ぎ、認知症になっても安心して暮らし続けられる地域づくりの活動が「チームオレンジ」で

す。 

令和６年12月１日現在の設置状況調査結果は、８ページ記載のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○オレンジパートナーとオレンジパートナーネットワーク 

 企業、行政、支援団体、個人の支援者等が

ネットワークを構築し、認知症の方やそのご

家族を支援します。 

 認知症オレンジパートナーネットワークウ

ェブサイトを通じてご登録いただいた方を

「オレンジパートナー」と呼んでいます。 

 令和５年３月にオレンジパートナーネット

ワークウェブサイトがリニューアルしました

ので、ぜひご活用ください。 

 

 

 

（図）認知症サポーターキャラバンホームページ「チームオレンジとは」 

認知症オレンジパートナーネットワークウェブサイト 

https://www.pref.kanagawa.jp/osirase/1393/orangepartner/index.html 
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○令和６年度に実施した県の取組 

・チームオレンジ市町村伴走支援 

より市町村の状況に応じたチームオレンジの立ち上げを支援するため、アドバイザーや

オレンジ・チューター、県が市町村とともに課題の解決策を検討し、チームオレンジの構

築を支援する。令和６年度は、逗子市、真鶴町で実施。 

・チームオレンジ意見交換会（令和６年11月８日（金）、オンライン） 

チームオレンジ設置後の取組の活性化を図るとともに、他の市町村での支援方法を参考

とし、チームオレンジ同士が様々な情報を交換することを目的に開催。 

・チームオレンジシンポジウム（令和７年３月12日（水）、オンライン） 

チームオレンジの市町村伴走支援による取組報告と、意見交換等を行うことで、県内の

チームオレンジの取組を活性化することを目的に開催。 

・オレンジパートナーネットワークウェブサイトの運営 

  令和４年度にリニューアル。個人の支援者と、ボランティア活動の場のマッチングを行う

ほか、認知症ご本人の新たな就労先や活動場所を探すことを目的に開設。 

 

【（公社）認知症の人と家族の会 神奈川県支部に委託】 

・オレンジパートナー等の活動支援  

オレンジパートナー等の登録、支援団体の募集情報等の発信やマッチングなど活動を支

援する。 

・チームオレンジコーディネーター等研修（令和６年７月19日（金）、鎌倉芸術館） 

チームオレンジの立ち上げや運営支援等を担うコーディネーター等を対象とする研修を実

施することで、市町村におけるチームオレンジの整備を支援し、大綱に掲げる「共生」の地

域づくりを推進する。 
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○チームオレンジ設置状況調査結果（令和６年12月１日時点） 

 

・チームオレンジ設置状況調査は、厚生労働省老健局認知症施策・地域介護推進課の実施する「認知症総合支援事業等実施状況調べ」の内容に県独自質問を追加したものです。 

・『チームオレンジ①』：コーディネーター研修テキスト「認知症サポーターチームオレンジ運営の手引き」で示されている「チームオレンジの三つの基本」（ⅰ．ステップアッ

プ講座修了及び予定のサポーターでチームが組まれている。ⅱ．認知症の人もチーム員の一員として参加している。（認知症の人の社会参加）ⅲ．認知症の人と家族の困りごと

を早期から継続して支援ができる。）を満たすもの 

・『チームオレンジ②』：３つの基本は満たさないものの、本人・家族のニーズとステップアップ講座を受講した認知症サポ－ターを中心とした支援をつなぐ仕組みが構築されて

いるもの 

未設置

横浜市 設置済み 14 11 3 0 0 令和４年度 15 令和４年度

川崎市 設置済み 5 0 5 0 0 令和４年度 0

相模原市 設置済み 1 1 0 0 0 令和６年度 71 令和６年度

横須賀市 設置済み 2 0 2 0 0 令和２年度 1 令和２年度

平塚市 設置済み 13 0 13 0 0 令和２年度 0

鎌倉市 設置済み 1 0 1 0 0 令和３年度 10 令和４年度

藤沢市 設置済み 1 0 0 0 1 令和３年度 1 令和３年度

小田原市 設置済み 1 0 0 1 0 令和６年度 1 令和６年度

茅ヶ崎市 設置済み 8 6 0 0 2 令和４年度 6 令和４年度

逗子市 未設置 令和７年度中

三浦市 設置済み 0 0 0 0 0 1 令和４年度

秦野市 設置済み 8 0 5 3 0 令和元年度 6 令和２年度

厚木市 設置済み 0 0 0 0 0 5 令和４年度

大和市 設置済み 4 1 3 0 0 令和４年度 13 令和４年度

伊勢原市 設置済み 3 1 2 0 0 令和３年度 9 令和２年度

海老名市 設置済み 2 0 2 0 0 令和６年度 2 令和６年度

座間市 設置済み 0 0 0 0 0 1 令和５年度

南足柄市 設置済み 1 0 1 0 0 令和３年度 0

綾瀬市 設置済み 0 0 0 0 0 3 令和５年度

葉山町 未設置 未定

寒川町 設置済み 1 0 0 1 0 令和４年度 0

大磯町 未設置 未定

二宮町 設置済み 0 0 0 0 0 1 令和５年度

中井町 未設置 令和７年度中

大井町 設置済み 1 0 0 0 1 令和元年度 1 令和４年度

松田町 設置済み 0 0 0 0 0 1 令和４年度

山北町 設置済み 0 0 0 0 0 1 令和４年度

開成町 設置済み 2 0 2 0 0 令和５年度 2 令和５年度

箱根町 設置済み 4 0 0 0 4 令和５年度 4 令和５年度

真鶴町 未設置 令和７年度中

湯河原町 設置済み 2 0 2 0 0 令和６年度 0

愛川町 未設置 未定

清川村 設置済み 11 0 9 2 0 令和４年度 5 令和４年度

合計 27 85 20 50 7 8 160

第１類型（新規拠
点設置タイプ）

第２類型（既存拠
点活用タイプ）

第３類型（非拠点タイ
プ）

その他・分からない

設置数

類型ごとの設置数チームオレ
ンジ①また
は②の設置

状況

チームオレンジ①

市町村

チームオレンジ②

設置時期
チームオレンジ①
または②の設置予

定
設置時期 設置数
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（３）認知症未病改善キャラバンについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知機能評価ツールや、有効な介入モデルを紹介・体験できる機材等を搭載した車両で、

県内各地を巡回訪問等することにより、認知症未病改善を促進、ＰＲしています。 

 

 

 

今年度は、未病指標や、ME-BYO BRAND 認定の「脳体力トレーナー『CogEvo』」や

『ベジチェック』、認知症に一定の効果があるとされるeスポーツの体験ができる機材等を搭

載した車両で、県内すべての自治体（33 市町村）のイベント会場やショッピングセンター等

を50カ所以上巡回訪問しました。 

 

  

キャ

＜大使とのコラージュワークショップ＞ ＜大使とのお題連想ゲーム＞ ＜大使コンサート＞ 

＜脳体力トレーナーCogEvo体験＞ ＜eスポーツ体験＞ ＜ベジチェック体験＞ 
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２ 各市町村における認知症の取組 

 

 神奈川県内33市町村では、地域特性に合わせて認知症についてさまざまな取組を実施して

います。 

 次のページから各市町村の情報と取組や工夫等を掲載していますので、「推進員」の活動を

展開していくための参考にしてください。担当課や連絡先も記載してありますので、「もっと

知りたい！もっと聞きたい！」という場合は、アクセスしてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市町村名 ページ番号 市町村名 ページ番号 

横浜市 11 南足柄市 31 

川崎市 12 綾瀬市 32 

相模原市 13 葉山町 33 

横須賀市 15 寒川町 34 

平塚市 17 大磯町 35 

鎌倉市 18 二宮町 36 

藤沢市 19 中井町 37 

小田原市 20 大井町 38 

茅ヶ崎市 21 松田町 39 

逗子市 22 山北町 40 

三浦市 23 開成町 41 

秦野市 24 箱根町 42 

厚木市 25 真鶴町 43 

大和市 26 湯河原町 44 

伊勢原市 28 愛川町 46 

海老名市 29 清川村 47 

座間市 30   

＊市町村の順番は建制順になっています。 

＊以下のように省略して記載しています。 

・地域包括支援センター → 地域包括 

・認知症地域支援推進員 → 推進員 

・社会福祉協議会 → 社協 

・認知症キャラバン・メイト → メイト 

・認知症サポーター養成講座 → サポーター養成講座 
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市町村名 横浜市 

テーマ 横浜市認知症施策推進計画 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 3,754,044 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

941,316 人（25.1％） 

546,975 人（58.1％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 24 年度から   人数：１ 

職種：社会福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：18 

設置場所：医療機関 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 平成４年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 27 年度作成 

名称：横浜市版オレンジガイド 

活用方法：区役所、地域ケアプラザ（※横浜市独自施設）、

認知症疾患医療センター等で配布、サポーター養成講座

で資料として配布 

認知症カフェの開設 平成 27 年度から開設   カフェ数：114 

認知症予防の取組 取組内容：講座等の開催、啓発、もの忘れ検診の実施等 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和４年度から） 

②設置済み（令和４年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・横浜市認知症施策検討会の開催：医療・福祉・保健・認知症当事者等からなる検討会の開催。 

・チームオレンジの取組推進：48 か所の地域ケアプラザで実施する活動への支援。 

・認知症カフェ活動支援：運営者などに向けた研修会の開催や活動内容を紹介するリーフレットの

作成。 

・若年性認知症に関する取組推進：若年性認知症支援コーディネーターと連携し、当事者への支援

の実施。 

・ケアパスの普及啓発：内容を充実させた更新版ケアパスの関係機関等への配布や研修会での配布。 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・本市では、認知症カフェをはじめとした地域活動が盛んに行われているため、それらの地域活動

を活かして取り組んでいる。 

・事業の開始にあたり、ステップアップ研修テキストと関係機関向けの手引きを作成。 

・チームオレンジをモデル実施した地域ケアプラザの事例報告会を開催。 

・各区でも関係機関の集まる連絡会や会議等において、チームオレンジの事例報告等を実施し、取

組を共有している。 

・令和 7 年度からチームオレンジは本格実施に移行し市内全エリアを対象に実施するため、検討会

を実施し手引き及び周知のためのリーフレットを作成した。 

担当課名  高齢在宅支援課 電話：045-671-4129 
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市町村名 川崎市 

テーマ 「安心して認知症になれるまち」に向けて 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 10 月１日現在） 1,551,788 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

320,117 人（20.6％） 

182,175 人（56.９％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和４年度から   人数：９ 

職種：介護福祉士・保健師・看護師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：７ 

設置場所：各区役所 高齢・障害課 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 平成 25 年度から実施（フォローアップ研修として実施） 

ケアパスの作成・活用方法 平成 29 年度作成  

名称：認知症アクションガイドブック 

活用方法：区役所、地域包括、認知症疾患医療センター

などで、認知症と診断された方や、そのご家族等を対象

に配布。 

認知症カフェの開設 平成 27 年度から実態把握   カフェ数：92 

認知症予防の取組 取組内容：タブレットを使用した MCI スクリーニング事

業 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和４年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・アルツハイマー月間：「アルツハイマーデーin かわさき 安心して認知症になれるまちに向けて」

を開催。各区役所・図書館でパネル展示や認知症特集コーナーでの本紹介での普及啓発。本庁舎

のオレンジライトアップを実施。 

・ＭＣＩスクリーニング事業「アタマとカラダの健康チャレンジ」を 38 か所で実施。 

・サポーター養成講座、フォローアップ講座の実施。 

・区役所等で、認知症当事者による講演会の実施。 

・推進員：認知症初期集中支援チームのチーム員として、対象者への後方支援（地域資源の情報提

供）、認知症カフェ等の情報収集、「チームオレンジ」の立ち上げや運営支援。 

・若年性認知症に関する取組：若年性認知症本人のつどい・家族のつどいの定例開催、若年性認知

症地域支援推進員を設置し、若年性認知症の本人による普及啓発活動の支援や企業と連携した取

組の実施。 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・フォローアップ研修や交流会を通じて、認知症サポーターの地域活動への参加やチームオレンジ

につながる活動への動機づけを行っている。 

・ステップアップ研修のオリジナルテキストを作成し、ステップアップ研修に活用するとともに、

今後活動を予定している団体に対しての説明や研修等で活用している。 

・行政内部でワーキングチームを設置し、チームオレンジの取組状況の共有を行う等、区の取組の

標準化を進めている。 

担当課名  健康福祉局地域包括ケア推進室 電話：044-200-2470 
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市町村名 相模原市 

テーマ みんなで支えあい 認知症とともに暮らせるまち さがみはら 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 10 月１日現在） 716,773 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

190,672 人（26.6％） 

110,866 人（58.1％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和３年度から   人数：32 

職種：保健師、看護師、社会福祉士、主任介護支援専門

員、精神保健福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：行政 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 令和６年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 28 年度作成 名称：もの忘れ安心ガイドブック 

活用方法：相談初期の説明用として使用 

認知症カフェの開設 平成 25 年度から開設   カフェ数：39 

認知症予防の取組 取組内容：介護予防教室 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和６年度から） 

②設置済み（令和６年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・認知症への理解を深めるための普及啓発と認知症のある人からの発信支援の推進（認知症サポー

ターの養成、認知症の日、月間の普及啓発イベント等） 

・医療、ケア、介護サービス、介護者への支援（認知症疾患医療センターの支援体制の充実、認知症

初期集中支援チームの活動の推進、医療、介護従事者等の認知症対応力向上の促進等） 

・若年性認知症のある人への支援、社会参加支援、認知症の備え、認知症バリアフリーの推進（若

年性認知症のある人の相談、就労、社会参加、家族との交流会の推進、チームオレンジによる地

域づくりの推進、認知症カフェ等の「通い（集い）の場」の拡充等 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・市内の個人、団体、企業等すべての人を対象に登録制度を設けることで、チームオレンジの第１

～３の類型を複合した体制としている。 

・日常生活支援を図るチームオレンジを推進するため、新たな活動拠点となるオレンジサポートセ

ンターを開設した。 

・チームオレンジサポートセンターでは、市域全体のチームオレンジを推進する拠点としてコーデ

ィネーターを配置し、マッチングをするほか、認知症のある人や家族がいつでも訪れられる居場

所づくり、本人ミーティング、相談会、多世代交流するイベント等を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チームオレンジに登録した方にオリジナル

オレンジリングをプレゼント♪ 
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担当課名  在宅医療・介護連携支援センター 電話：042-769-9250 

チームオレンジサポートセンターでの

活動の様子です。 

オレンジ色の写真を公募し、缶バッチにしてプレゼント

する「缶バッチこい！キャンペーン」です。認知症に関

心を持つきっかけづくりとして始めました。今年で２年

目ですが、今後も続けていきたいと思っています。 

RUN 伴さがみはら 2024 の 

オープニングセレモニー 

認知症の日イベントで撮った集合写真

です。 
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市町村名 横須賀市 

テーマ 地域で支え合い、住み慣れたまちで暮らせるために 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 10 月１日現在） 380,313 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

124,393 人（32.70％） 

75,428 人（60.63％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 26 年度から   人数：１ 

職種：社会福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：４チーム 

設置場所：直営２か所、病院１か所、診療所１か所 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 令和元年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 27 年度作成 名称：横須賀にこっとパス 

活用方法：認知症ご本人やそのご家族をはじめ、医師会、

歯科医師会、薬剤師会、地域包括、認知症サポーターな

どに配布、行政窓口や公共施設などで配架 

認知症カフェの開設 平成 27 年度から開設   カフェ数：23 

認知症予防の取組 取組内容：認知症予防教室、脳の健康度チェック（ファ

イブコグ検査） 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和２年度から） 

②設置済み（令和２年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

１ 健康づくり・介護予防の推進 

(1)フレイルの早期発見と対策 

①介護予防・フレイル予防の普及啓発の推進 

・認知症予防教室の開催 

・認知症機能評価（ファイブコグ検査）の実施 

２ 認知症に対する理解の促進 

(1)普及啓発・本人発信支援 

①認知症サポーターの養成 

②認知症お役立ち BOOK の発行（お買い物版、金融機関版、ひとり歩き版、若年性認知症版） 

③よこすかオレンジ LINE を活用した地域づくり（認知症コラムや認知症支援情報などの配信） 

④認知症月間（アルツハイマー月間）によるイベントの開催 

・特別講座「認知症とともに生きる」の開催 

・市役所本庁舎やよこすか近代遺産ミュージアム ティボディエ邸におけるオレンジライトア

ップの実施 

・パネル展「認知症とともに生きる～理解と応援の気持ちをオレンジで表そう～」の実施 

・認知症月間啓発ちらしの作成、市内各所での掲示や配架 

・明治安田生命こころの健康財団との共催による YouTube セミナーの配信 

３ 認知症当事者と家族への支援 

(1)認知症高齢者・介護者の支援の充実 

①認知症初期集中支援事業の実施（横須賀にこっとチームによる支援） 

②横須賀にこっとＳＯＳネットワークの周知（GPS 導入の初期費用と月額利用料の一部補助、

SOS 情報（行方不明者情報）のホームページ・X（旧 Twitter）・LINE による配信） 
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(2)認知症の各種相談・支援の実施 

①認知症相談窓口の設置 

②もの忘れ相談の実施 

③認知症高齢者介護者の集いの開催 

④多職種連携セミナーの開催 

⑤横須賀にこっとパス（認知症ケアパス）の発行 

(3)認知症 地域支援体制の強化 

①認知症オレンジパートナーの養成 

②チームオレンジの構築 RUN 伴三浦半島 2024 への支援を含む 

③認知症カフェへの支援（定期的な訪問による状況把握や課題への支援、認知症カフェ連絡会の

開催） 

(4)若年性認知症の人への支援、社会参加支援 

①若年性認知症支援コーディネーターとの連携 

②若年性認知症のつどいの開催（本人ミーティングの実施を含む） 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・チームオレンジの自主性を大切にするため、市は後方支援の立場で繋ぎ役や調整役に徹し、活動

の把握や助言を行っている。 

・令和５年度では、かながわオレンジ大使を中心にして認知症オレンジパートナーや認知症サポー

ターとともにオレンジカフェを新規開設するとともに新たなチームオレンジの結成にむけて動い

ている。 

担当課名  福祉総務課 電話：046-822-9804 
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市町村名 平塚市 

テーマ 推進員中心に認知症になっても安心して暮らせるまちをめざして事業展開 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 10 月１日現在） 256,977 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

74,333 人（28.93%） 

42,881 人（57.68%） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 27 年度から 人数：１ 

平成28年度から 人数：13（計：14） 

職種：看護師、社会福祉士、作業療法士、介護福祉士、

主任ケアマネ 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：市内医療機関 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 平成 27 年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 27 年度作成（毎年更新） 

名称：知って安心ひらつか認知症ガイド 

活用方法：相談業務や市民向けの教室、ステップアップ

研修等 

認知症カフェの開設 平成 30 年度から開設   カフェ数：16  

認知症予防の取組 取組内容：市民向けに認知症予防教室（コグニサイズ

を含む運動） 

脳とからだの体操リーダー養成講座を実施 

物忘れ相談プログラムを活用し脳いきいき講座につなぐ 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和 2 年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・サポーター養成講座、ステップアップ講座、ＶＲ認知症体験会、脳とからだの体操リーダー養成

講座 

・認知症初期集中支援事業のチーム員が中心となり推進員と協力して、ＭＣＩから困難事例まで対

応している 

・物忘れ相談プログラムを実施しＭＣＩの方に脳いきいき講座（フォローアップ講座）を勧める 

・認知症カフェ、認知症カフェ団体交流会  

・オレンジフェス（市民公開講座を含む）、物忘れ相談会とワークショップ、駅前広場噴水ライトア

ップ 

・湘南ベルマーレとコラボイベント（パネル展示とワークショップ） 

・認知症に関する図書コーナー期間限定設置、ブックリストの作成と配布 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・既存の社会資源を活用している、すでに地域で活動している方と推進員が情報交換を密にしてい

る。 

・すでに活動している運営者やボランティアの人たちに、ステップアップ研修を勧める。 

・ステップアップ研修は、市と推進員で作成したカリキュラムを基に、各地域の実情に合わせて実

施する。 

・支援ニーズとニーズに対応できるマッチングシートを活用している。 

担当課名  高齢福祉課 電話：0463-21-9621 
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市町村名 鎌倉市 

テーマ 認知症にやさしい地域社会をめざして 

自治体の 

情報 

人口（令和６年９月末日現在） 174,559 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

53,202 人（30.48％） 

33,681 人（63.30％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 29 年度から   人数：11 

職種：保健師、看護師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：10 

設置場所：市内地域包括 10 か所 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 令和３年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 令和元年度作成 

名称：認知症サポートガイド（令和４年 10 月改訂）  

活用方法：サポーター養成講座、店舗・病院・郵便局・

薬局等に配架 

認知症カフェの開設 カフェ数：11 

認知症予防の取組 取組内容：普及啓発、出前健康教育や介護予防教室で運

動やコグニサイズを実施 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和３年度から） 

②設置済み（令和４年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・関係機関との情報共有、連携の構築 

・認知症アルツハイマー月間における普及啓発 

・サポーター養成講座の実施 

・ステップアップ講座の実施 

・初期集中支援推進事業 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・ステップアップ講座では、認知症に関する団体について、広く市民に知ってもらえる機会を設け、

認知症の人や家族に対し、オレンジサポーターが具体的な支援を行いやすいよう工夫をした。 

・既に各地域で実施している活動団体の取り組みを活かし、チームオレンジとして活動を継続して

いけるよう工夫した。 

担当課名  介護保険課（市民健康課） 電話：0467－61－3977 
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市町村名 藤沢市 

テーマ 認知症になっても安心して暮らせるまちふじさわ 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 445,133 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

109,773 人（24.66％） 

65,401 人（59.57％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 27 年度から   人数：２ 

職種：社会福祉士・介護福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：３ 

設置場所：藤沢市高齢者支援課  

認知症サポーターステップアップ研修の実施 平成 27 年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 27 年度作成 

名称：知ってあんしん認知症ガイドブック 

活用方法：地域包括・市民センター・図書館・サポータ

ー養成講座等へ配布 

認知症カフェの開設 平成 29 年度から開設   カフェ数：16 

認知症予防の取組 取組内容：認知症予防教室 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和３年度から） 

②設置済み（令和３年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

①認知症普及啓発「おれんじキャンペーンふじさわ 2024」の取り組み 

・講演会「ドタバタ介護にならないために～これからの認知症介護のカタチ～」の開催 

・本庁舎にて認知症についてのパネル展を開催 

・ブックフェア（大型書店６店舗、図書館）を開催 

・江の島シーキャンドルライトアップを実施等 

②認知症本人の交流会・家族のつどいを開催（年４回） 

※１回目は神奈川県認知症の人と家族の会と共催で 

「認知症藤沢のつどい・講演会」を開催 

③地域の協議体での認知症に関する講演会とグループワークへの参加 

④サポーター養成講座開催推進とサポーター養成講座のステップアップ講座を開催（年１回） 

⑤キャラバン・メイト連絡会開催（年１回） 

⑥認知症施策検討委員会（おれんじ会議）での認知症ご本人参画へのサポート 

⑦認知症ガイドブック（ケアパス）の全面改訂  

⑧認知症初期集中支援チーム事業 

⑨認知症 ALL ふじさわ交流会の開催（年２回）  

⓾認知症カフェ＆交流会・家族会マップ改訂 

 

チームオレン

ジにおける工

夫 

認知症カフェ関係者、サポーター養成講座ステップアップ講座受講者、メイト、地域包括を対象に 

「認知症 ALL ふじさわ交流会」を開催し、参加者同士がつながる機会を作り、チームオレンジ活 

動の強化発展を目指している。 

担当課名  高齢者支援課 電話：0466-50-3523 
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市町村名 小田原市 

テーマ 認知症があっても住み慣れた地域で自分らしく暮らすことができるために 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 11 月末日現在） 186,504 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

57,728 人（30.95％） 

33,552 人（58.12％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 27 年度から   人数：２ 

職種：社会福祉士、保健師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：12 

設置場所：地域包括 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 平成 25 年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 31 年度作成 

名称：にんちしょうケアパスおだわら 

活用方法：地域包括への配架、各事業にて配布 

認知症カフェの開設 令和２年度から開設   カフェ数：６ 

認知症予防の取組 取組内容：短期集中通所型サービス事業、認知症予防事

業の実施 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和６年度から） 

②設置済み（令和６年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・サポーター養成講座、サポーターフォロー研修の開催 

・「おだわら・はこね家族会」の開催 

・認知症をにんちしよう会でのフォーラム・イベントの開催 

・認知症カフェの運営支援 

・認知症初期集中支援事業の実施 

・認知症等高齢者 SOS ネットワークの実施 

・メイト連絡会の開催 

・「にんちしょうケアパスおだわら」の普及啓発 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・チームオレンジの活動拠点となる認知症カフェ開設の支援や運営の補助を行った。 

・地域住民による見守りネットワークである「きずなチーム（在宅福祉サービスチーム）」をチーム

オレンジのメンバーとした。 

担当課名  高齢介護課 電話：0465-33-1864 
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市町村名 茅ヶ崎市 

テーマ 認知症地域支援推進員の周知と地域へのチームオレンジの展開 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 247,368 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

66,382 人（26.84％） 

39,463 人（59.45％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 29 年度から 

人数：19（令和６年 12 月１日現在） 

職種：保健師、看護師、社会福祉士、主任介護支援専門

員 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：市 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 平成 23 年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 29 年度作成 

名称：茅ヶ崎市認知症あんしんガイド 

活用方法：関係機関、公共施設への配架による周知、サ

ポーター養成講座時配布、窓口相談での活用等 

認知症カフェの開設 平成 29 年度から開設 

カフェ数：15（令和６年 12 月１日現在） 

認知症予防の取組 取組内容：コグニサイズ教室の実施 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和４年度から） 

②設置済み（令和５年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・推進員の連絡会を設け、市と地域包括が情報交換できる場づくりを行っている。 

・認知症の普及・啓発のために年１回「ちがさきオレンジ Day」を開催している。 

・各地域において認知症地域支援推進員とチームオレンジメンバーが中心となり、イベントやサロ

ン、カフェを開催している。 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・ステップアップ講座開催時、地域包括と講座受講者の顔合わせができるようにグループワークを

設けている。 

・ステップアップ講座をとおして参加者がチームオレンジの活動をイメージしやすいよう、すでに

活動しているチームオレンジメンバーから活動紹介していただく時間を設けている。 

・チームオレンジメンバーの活動の場のひとつとして、ちがさきオレンジ Day の運営等に協力して

いただいている。 

・チームオレンジメンバーのフォローアップ研修として年１回チームオレンジ研修会を実施してい

る。 

・地域の高齢者等を対象としたサロンに対し、認知症の側面からのアンケートを実施。結果を踏ま

えて令和７年２月にサロン交流会を開催予定。 

担当課名  高齢福祉課 電話：0467-81-7163（直通） 
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市町村名 逗子市 

テーマ 認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域で暮らし続けられるための体

制整備 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 57,904 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

18,236（31.49％） 

11,566（63.42％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 26 年度から   人数：4 

職種：保健師、看護師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１チーム 

設置場所：地域包括 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 令和元年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 令和元年度作成 

名称：認知症あんしんナビ 

活用方法：各地域包括、相談業務等で活用 

認知症カフェの開設 平成 28 年度から開設   カフェ数：２ 

認知症予防の取組 取組内容：市の介護予防教室の実施、地域包括によるコ

グニサイズの実施 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 未設置（令和７年度設置予定） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・初期集中支援チーム員会議でのケース検討 

・認知症講演会の実施 

・サポーター養成講座の開催 

・もの忘れ相談（毎月３枠） 

・認知症カフェ運営のバックアップ、講話 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・令和６年度に県の伴走支援事業を活用し、現在ある認知症カフェを中心に、チームオレンジを設

置していくことを検討した。 

  

担当課名  社会福祉課 電話：046－873-1111（代表） 
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市町村名 三浦市 

テーマ 高齢者が多い市だからこそ頑張りたい認知症施策 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 39,900 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

16,264 人（40.8％） 

9,719 人（59.8％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 27 年度から   人数：２ 

職種：社会福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：医療機関 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 令和４年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 30 年度作成 

名称：三浦市認知症ガイド 

活用方法：認知症の相談窓口や専門の医療機関等を紹介

する際に活用している。 

認知症カフェの開設 令和元年度から開設   カフェ数：２  

認知症予防の取組 取組内容：サロンにおけるコグニサイズや講話 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ②設置済み（令和４年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・認知症等行方不明高齢者 SOS ネットワーク事業を市ホームページや介護事業所等に周知し、登

録者には見守りシールを配布している。 

・認知症ケアパスを市内各医療機関や公共施設等に配架し、認知症の相談窓口や認知症の症状に沿

ったサービス等を分かるようにしている。 

・推進員が認知症初期集中支援チームの対象者を見つけ、チームの支援に繋げている。 

・推進員が中心となり、サポーター養成講座を開催している。 

・認知症の人を介護している家族等が集まり、日ごろの悩み等を話し合ったり、情報交換を行う場

として「オレンジ会」を開催している。 

・認知症カフェを設置し、認知症についての知識や理解の向上だけでなく、日ごろの悩み等を共有

できる場の提供をしている。 

チームオレン

ジにおける工

夫 

 

担当課名  高齢介護課 電話：046-882-1111（内線 352） 
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市町村名 秦野市 

テーマ みんなでつくる 認知症になってもやさしいまち 秦野 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 158,693 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

49,946 人（31.5％） 

28,668 人（57.4％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 27 年度から   人数：９ 

職種：保健師、看護師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：直営 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 平成 29 年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 27 年度作成  

名称：秦野市認知症ガイドブック （認知症ケアパス） 

活用方法：相談時に使用、窓口配下、講座やイベント、

イオン秦野店での展示時に配布、ダイジェスト版を作成

し、市内の商店等に配置。 

認知症カフェの開設 平成 27 年度から開設   カフェ数：17 

認知症予防の取組 取組内容：脳の健康教室（KUMON 学習療法）、「教えて

先生！認知症予防」（専門医による講演）、「広畑エンジョ

イカレッジ（月曜：コグニサイズ、金曜：脳トレ）」、サ

ロンにおけるコグニサイズや講話 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和元年度から） 

②設置済み（令和２年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

●本人ミーティング、介護者のつどいの開催。認知症カフェへの活動支援。 

●認知症月間における普及啓発 

・イベント開催（「オレンジランプ」上映会） 

・まほろば大橋横断幕の掲示、認知の日まほろば大橋時計塔のライトアップ 

・市内総合病院、市役所、図書館、公民館での展示。 

・イオン秦野店で 8 月に「認知症フレイル」として展示。 

●サポーター養成講座、ステップアップ講座の開催。 

メイトの活動支援。 

●認知症予防講座の開催。 

●認知症初期集中支援事業の実施。 

●認知症ケアパス（秦野市認知症ガイドブック、ダイジェスト版）の発行。 

チームオレン

ジにおける工

夫 

今までの活動や関係性の中でチームオレンジの活動につながり、継続活動ができるよう支援した。 

担当課名  高齢介護課 電話： 0463-82-7394 

(図)ライトアップと横断
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市町村名 厚木市 

テーマ 認知症になっても安心して暮らせるまちへ 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 223,517 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

59,165 人（26.5％） 

33,855 人（57.2％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 27 年度から   人数：18 

職種：保健師・看護師、介護支援専門員、社会福祉士、

事務職 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：医療法人社団 青木末次郎記念会 相州病院 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 令和元年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 29 年度作成 

名称：厚木市簡易版認知症ケアパス 

令和５年度作成 

名称：厚木市認知症ケアパス 

活用方法：認知症関連事業等で配布 

認知症カフェの開設 令和元年度から開設   カフェ数：９ 

認知症予防の取組 取組内容：物忘れ予防教室の実施、コグニサイズの紹介

DVD の貸出 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ②設置済み（令和４年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・認知症普及啓発イベント「あつぎオレンジフェスタ」の実施 

・認知症サポーターステップアップ講座の実施 

・小学生向け、地域住民向け認知症 VR 体験会の実施 

・認知症初期集中支援チームと推進員との意見交換会の実施 

・認知症の人にやさしい企業や団体を認証する「あつぎオレンジサポート企業・団体認証制度」の

実施 

・医療・介護関係者向けに認知症のシリーズ研修会を実施 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・活動を情報紙（市内全戸配布）で周知している。 

担当課名  地域包括ケア推進課 電話：046-225-2388 
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市町村名 大和市 

テーマ 認知症とともに歩むまちやまと 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 245,611 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

58,674 人（23.9%） 

34,238 人（58.4%） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 27 年度から   人数：19 

職種：保健師、看護師、社会福祉士、主任介護支援専門

員等 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：市役所 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 平成 29 年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 28 年度作成 

名称：認知症になっても安心やまと  

活用方法：相談窓口、事業周知等で活用、公共施設等で

配布 

認知症カフェの開設 平成 27 年度から開設   カフェ数：13 

認知症予防の取組 取組内容：脳とからだの健康チェック（タブレット端末

での認知機能検査）、コグニサイズ講座（単発型、複数回

型）、コグニバイクの設置 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和４年度から） 

②設置済み（令和４年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・「認知症１万人時代条例」の理念に基づく本人発信 

…シンポジウムで登壇、「小さな幸せ展（認知症の本人の好きなものや楽しみ、 

幸せにまつわる写真展示）」の開催、広報やまとにてインタビュー記事掲載、 

ステップアップ講座での講話、認知症のケアに携わる専門職を対象とした 

多職種協働研修への参加など。 

・本人視点を重視したサポーター養成講座「認知症世界の歩き方 for サポーターズ」 

・月に１度、地域包括の全推進員との連絡会を開催 

 …２チームに分かれ、課題を検討し地域に還元する部会活動も実施。令和 6 年度は本人の声を 

地域に届けることと、チームオレンジ活動を活発化させることがテーマ。 

・経産省のオレンジイノベーション・プロジェクト実践企業と認知症の本人のマッチング 

・若年性認知症の本人と家族の自主グループ「わすれな草の会」の活動支援 
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チームオレン

ジにおける工

夫 

・困りごとだけでなく「やりたい」「続けたい」「始めたい」という希望に寄り添う活動を目標に掲

げている。 

・令和６年度のステップアップ講座には認知症の本人に来ていただき、参加者が直に話を聴ける機

会を設けた。また、寸劇を交えた事例検討のグループワークを行い、ちょっとした工夫や気遣い

の大切さを伝えた。 

・活動の手引きや事例集、活動内容を整理した情報共有シートを作成。可視化することで、地域包

括間でも住民にも共有しやすくなる。 

担当課名  人生 100 年推進課 電話：046-260-5612 



- 28 - 

 

  

市町村名 伊勢原市 

テーマ チームオレンジ活動から考える本人発信機会の展開 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 99,884 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

26,939 人（26.9％） 

15,808 人（58.7％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 27 年度から   人数：７ 

職種：保健師、看護師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：医療機関 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 令和２年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 28 年度作成 

名称：知ってあんしん認知症ガイドブック 

活用方法：市や地域包括等における相談時や、認知症に

関する講座等での配布、医療機関等への配架、地域住民

への随時配布、市 HP での公開など 

認知症カフェの開設 平成 29 年度から開設   カフェ数：９ 

認知症予防の取組 取組内容：コグニサイズの普及、通所型サービス C にお

ける認知症予防プログラム、及びタブレット端末を活用

した認知機能検査などを実施 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和３年度から） 

②設置済み（令和２年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

○アルツハイマーデー普及啓発イベント 

・アルツハイマーデー普及啓発と認知症関連事業の合同イベント「第２回いせはらオレンジフェス

タ」を開催。認知症 VR 体験や映画、研修会等を実施。その中で認知症の方や地域の支援者が、

会場のステージで「上を向いてあるこう」を市民の前で斉唱しチームオレンジ活動紹介を兼ねた。 

〇オレンジカフェ 

・「本人と一緒に過ごしてみる」「やってみる」ことで本人の自発的な声が聴こえてくるようになっ

た。「関わる人も一緒に楽しむ」ことで住民の支援者側の活動に推進力が生まれてきたことを認め

つつ、本人同士、家族同士がつながり語り合う場を定期的に提供。 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・すでに各地域包括で実施している取組を活かし、認知症の本人の声を情報収集しながらチームオ

レンジとして活動継続方法や、新たな拠点の開発を検討した。 

・チームオレンジの担い手を広げるためにステップアップ講座を実施した。 

・オレンジパートナー（ボランティア）については、認知症を自分事として考え、「自分も認知症に

なる可能性がある」ということだけではなく、一人一人の役割を意識し、当事者とその場での体

験を共有することを重視した。 

・多様な人たちに参加してもらうことが活動の重要なポイントになるため、地域のネットワークを

広げていくことを意識した。 

担当課名  介護高齢地域包括ケア推進係 電話：0463-94-4725（直通） 
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市町村名 海老名市 

テーマ 認知症の人や家族に優しいまち「えびな」 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 140,828 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

34,636 人（24.6％） 

20,053 人（57.9％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 28 年度から   人数：９ 

職種：保健師、看護師、社会福祉士、介護支援専門員・

主任介護支援専門員、事務職 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：６ 

設置場所：医療法人社団 NALU 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 平成 31 年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 28 年度作成 

名称：認知症の人や家族に優しいまち「えびな」～認知

症ケアパス～ 

活用方法：相談初期の説明用に使用、各地域包括配布、

サポーター養成講座で配布 等 

認知症カフェの開設 平成 28 年度から開設   カフェ数：６ 

認知症予防の取組 取組内容：市広報掲載（認知症についての概要や地域包

括の紹介、市のサポート体制、認知症当事者や家族の思

い等）、認知症関連図書フェア、認知症予防ランチ、 え

びなオレンジフェス 等 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和６年度から） 

②設置済み（令和６年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・推進員会議の開催（月１回） 

・認知症初期集中支援チーム（チーム員会議年 12 回開催） 

・認知症の正しい理解と普及啓発活動 

アルツハイマーデーのイベント実施（えびなオレンジフェス）、図書フェア（図書館と書店）、 

認知症予防ランチ（市内 13 飲食店）、海老名駅間デジタルサイネージ、パネル展、ケアパスの配

布等 

・サポーター養成講座とステップアップ講座の実施 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・通いの場等で「認知症の人が通いやすい」「認知症になっても通うことができる」チームオレンジ

を設置 

・ステップアップ講座卒業生が集う交流会でチームオレンジの立ち上げについて講話予定 

担当課名  地域包括ケア推進課 電話：046-235-4950 （直通・代表） 
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市町村名 座間市 

テーマ 認知症になっても安心して暮らせるまちづくり 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 131,341 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

34,746 人（26.46％） 

20,043 人（57.68%） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 27 年度から   人数：22 

職種：保健師、看護師、社会福祉士、一般職 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：相模が丘地域包括 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 令和５年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成２７年度作成 

名称：座間市認知症ケアパス  

活用方法：個別相談時の利用、認知症関連講座、イベン

トでの配布、関連団体への配布、HP 掲載 

認知症カフェの開設 平成２８年度から開設   カフェ数：６  

認知症予防の取組 取組内容：講演会、認知症予防教室（ファイブ・コグ実

施）、その他介護予防教室でコグニサイズ等実施 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ②設置済み（令和５年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・推進員連絡会の開催（偶数月）： 

 チーム員も参加し各推進員の活動報告や今後の方針について情報共有や意見交換を実施した。 

・アルツハイマーデーイベント： 

 市及び地域包括を中心に、ショッピングモールや駅、商店街等の協力も得ながら実施した。 

・サポーター養成講座： 

 市民向けの他、子ども向け、職域向けにも実施した。講座後に座談会を設け、介護者支援及び本

人の発信の機会とした。 

・認知症カフェ： 

 市内６か所で認知症カフェを定期的に実施。 

・オレンジパートナーとの協働 

上記内容を市内オレンジサポーターの活動の場とした。 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・構成メンバーとして、既存の社会資源（オレンジパートナー、地区社協、民生委員等）を活用し、

地域全体を巻き込む形とした。 

・チームオレンジがまだない地域に差が生じないよう、推進員連絡会等で他の地域包括と情報共有

をしている。 

担当課名  長寿支援課 電話：046-252-7084 
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市町村名 南足柄市 

テーマ 認知症本人が希望を持って暮らせる街 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 39,309 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

13,664 人（34.76％） 

8,260 人（60.45％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 27 年度から   人数：11（委託地域包括含む） 

職種：主任介護支援専門員、社会福祉士、看護師、保健

師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：基幹型地域包括 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 令和 3 年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 26 年度作成 

名称：認知症相談ガイドブック 

活用方法：市ホームページに掲載 

認知症カフェの開設 平成 28 年度から開設   カフェ数：３ 

認知症予防の取組 取組内容：健康づくり課主催で認知症予防教室を実施 

介護予防サポーターが地域で脳トレ教室を実施 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和３年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

当市では、認知症地域支援アクションミーティングを実施している。 

参加者は、①認知症カフェ、②農園活動、③認知症支援マップの作成、④講演会の企画運営の４チ

ームに分かれ活動を行っている。 

それぞれのチームにはオレンジパートナー、医療福祉の関係者、民生委員などが参加しており、推

進員が中心となって活動を行っている。 

このアクションミーティングの活動がチームオレンジの活動になっている。 

アクションミーティングの他、認知症家族のつどいやもの忘れ相談会、認知症初期集中支援チーム

等の認知症事業を行っている。 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・介護老人保健施設主催の認知症カフェは、施設側がカフェのチラシを作成し、開催地の自治会に

回覧している。市の広報誌だけでなく、毎月チラシを回覧することで多くの住民の目に留まるよ

うになった。「回覧板を見た」という住民からの問い合わせや参加申し込みが多い。 

・認知症カフェで、認知症本人がウエイトレスなどの役割を担えるよう、認知症グループホームと

連携したカフェの展開を検討している。 

・農園活動では、畑で収穫した野菜を使って豚汁やさつま芋の茶巾絞りを作る収穫祭を実施。活動

しているメンバーに加え、食育ボランティアの協力も得て行った。認知症本人に豆腐やネギを切

ってもらうと、見事な包丁さばきで、他の参加者が驚くほどの腕前だった。完成した料理は参加

者みんなで味わい、楽しい収穫祭となった。地域のボランティアを巻き込むことで新たな地域交

流が生まれ、認知症への理解を深めてもらうきっかけにもなった。 

担当課名  高齢介護課 電話：0465-74-3196 
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市町村名 綾瀬市 

テーマ 前年度からの取り組み継続 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 84,015 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

22,801 人（27.1％） 

14,075 人（61.7％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 30 年度から   人数：５ 

職種：介護支援専門員、社会福祉士、介護福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１  

設置場所：直営 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 令和４年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 令和２年度作成 

名称：認知症ケアパス 

活用方法：あやせいきいき健康だより（全戸配布）、ホー

ムページに掲載 

認知症カフェの開設 平成 30 年度から開設   カフェ数：４  

認知症予防の取組 取組内容：コグニバイク講習会の実施、利用、ｅスポー

ツの実施 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ②設置済み（令和 5 年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・推進員連絡会の開催（偶数月） 

・ｅスポーツの実施・普及に向けた取り組み 

・小中学生対象に職業体験を実施している「ミニあやせ」に参加、認知症の方への声かけ体験とコ

グニサイズを実施 

・認知症カフェの開催場所の工夫（喫茶店、パン屋、ファーストフード店、民家等） 

・「あったか訪問」として 75 歳以上の独居高齢者に訪問活動 

チームオレン

ジにおける工

夫 

既存の認知症カフェ内に設置をし、以前から参加して運営などにご協力いただいている方を中心に

メンバーを構成。まずは、メンバーの方の負担感が大きくならないように、今まで行ってもらって

いた、カフェの運営サポート、カフェ内でのミニ講座の企画、カフェに参加された当事者が楽しく

過ごせるようなサポート、当事者家族の悩みの傾聴等を中心にできるところから活動していただい

ている。 

担当課名  地域包括ケア推進課 電話：0467-77-1116 
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市町村名 葉山町 

テーマ 認知症になっても安心して暮らせるまちをつくる 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 31,851 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

10,101 人（31.7％） 

6,478 人（64.1％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 28 年度から   人数：６ 

職種：看護師、保健師、社会福祉士、介護支援相談員 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：０（医師不在のため） 

設置場所：町役場予定 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和元年度作成（現在改定版作成中） 

名称：知ってあんしん 認知症ガイドブック（認知症ケ

アパス）  

活用方法：初期の相談時や訪問時にて活用 

認知症カフェの開設 平成 30 年度から開設   カフェ数：２  

認知症予防の取組 取組内容：コグニサイズ実施 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 未設置（設置予定 未定） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・住民主体の集まりの場で町の認知症施策について説明 

・認知症対策講演会企画・運営（令和７年２月８日に認知症対策講演会実施。湘南鎌倉総合病院川

田先生が講演行った。参加者 230 名） 

・９月にアルツハイマーデーに合わせパネル展示による認知症についての普及啓発実施 

・メンタルホスピスかまくら山主催の個別相談会「座っ来場楽」を葉山町保健センターで実施 

・ホームページに掲載する認知症町内近隣市の「認知症の診療を行う病院・クリニック」一覧を作

成中 

チームオレン

ジにおける工

夫 

チームオレンジ設置数は０であるが、住民が主体となって独居高齢者や認知症の方の見守りを行っ

ている。 

  

担当課名  福祉課 電話：046-876-1111（内線：232） 
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市町村名 寒川町 

テーマ 認知症患者等への手厚い個別支援と地域支援体制の構築で認知症になっても安心して過ごせる町へ 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 449,005 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

13,575 人（27.701％） 

7,753 人（57.112％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 29 年度から   人数：1 

職種：社会福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：1 チーム 

設置場所：町 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 平成 30 年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 27 年度作成 

名称：高齢者ガイド 

活用方法：町内の公共施設・医療機関等に配架、ホーム

ページへの掲載 

認知症カフェの開設 平成 29 年度から開設   カフェ数：3 

認知症予防の取組 取組内容：介護予防教室等の実施 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和 4 年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・認知症初期集中支援事業 

町と推進員が一体となって年間 200 回以上の訪問を行い、毎月１回チーム員会議を実施してい

る。支援人数は年々増加しており、令和 5 年度は 50 名にのぼった。 

・認知症啓発イベントの開催 

町内の団体と共催し、アルツハイマー月間に認知症啓発イベントを開催した。音楽の演奏や認知

症疾患医療センターのソーシャルワーカーによる講演、チームオレンジメンバー等の協力による

昔の遊び等を楽しみながら認知症について知れる場となるよう工夫した。 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・町内のスーパーの協力を得て、高齢者の利用が多い店舗の一部を借りて認知症啓発イベントを行

った。 

・人口が少なくコンパクトな当町の特徴を生かし、町全体で 1 つのチームオレンジを設置すること

とし、メンバーの登録や管理は町が主体となって行っている。 

・現在は意欲の高いメンバーにチームオレンジの活動の場やイベント等を企画してもらい、町は登

録者全員にその周知等を行うかたちでチームの活性化を図っている。 

担当課名  高齢介護課 電話：0467-74-1111（代表） 
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市町村名 大磯町 

テーマ 認知症を知り、身近に感じてもらうまちづくり 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 31,764 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

11,047 人（34.7％） 

6,722 人（60.8％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 30 年度から   人数：２ 

職種：社会福祉士、保健師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：1 

設置場所：西部地域包括 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 無 

ケアパスの作成・活用方法 令和 2 年度作成  

名称：認知症ガイドブック（大磯町認知症ケアパス） 

活用方法：窓口配布、サポーター養成講座にて配布（中

学校） 

認知症カフェの開設 令和５年度から開設   カフェ数：2 

認知症予防の取組 取組内容：スクエアステップのひろば、介護予防教室  

チームオレンジの取組【別紙２参照】 未設置（設置予定 未定） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・アルツハイマー月間に図書館へ協力依頼し認知症コーナーを設置。図書館に認知症や介護に関す

る本と普及啓発冊子やチラシを設置した。 

・認知症に関するチラシや冊子をまとめたミニコーナーを設置（保健センター内） 

・サポーター養成講座の実施（金融機関・中学校） 

チームオレン

ジにおける工

夫 

 

担当課名  福祉課 電話：0463-61-4100 
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市町村名 二宮町 

テーマ 住み慣れた地域で自分らしくいきいきと暮らせるまちづくり 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 27,458 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

9,847 人（35.9％） 

6,160 人（62.6％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 29 年度から  人数：１ 

職種：社会福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：1 

設置場所：二宮町役場 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 令和 4 年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 30 年度作成 

名称：二宮町認知症ケアパス～認知症とともに暮らす道

しるべ～ 

活用方法：高齢者や介護者、関係機関へ配布 

認知症カフェの開設 平成 30 年度から開設   カフェ数：2  

認知症予防の取組 取組内容：地域の通いの場で講座の実施等 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ②設置済み（令和 5 年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

○認知症に関する正しい知識の普及 

・学校の授業の一環として町内の中学校や高校、また町職員研修等でサポーター養成講座を実施 

・世界アルツハイマー月間中に、認知症講演会として筧 裕介氏による「認知症世界の歩き方」を開

催 

・認知症の予防（地域の通いの場や老人クラブで継続的な認知症予防／コグエボの取り組みを実施） 

○相談・支援体制の充実 

・広報やホームページを通じて相談窓口の周知 

・にのにんカフェ（認知症カフェ）、 

認知症サポーターのつどいを定期的に実施 

・認知症サポーターステップアップ講座の開催 

チームオレン

ジにおける工

夫 

サポーターの主体的な活動となるよう後方支援を行いながら、「やってみたい」を形にできるようサ

ポートしています。認知症カフェをサポーター主催で企画・開催する中で、他の認知症カフェ運営

団体と交流できる機会を作り、ご自分たちの活動のエッセンスとなるような工夫をしています。 

担当課名  高齢介護課 電話：0463-75-9542 
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市町村名 中井町 

テーマ 認知症の理解を深め、地域で支え合える環境について考える 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 8,895 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

3,229 人（36,3％） 

1,871 人（57,9％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 29 年度から   人数：1 

職種：介護福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：1 

設置場所：中井町健康課 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 無 

ケアパスの作成・活用方法 平成 30 年度作成 令和 6 年度見直し  

名称：知ってあんしん認知症ガイドブック（認知症ケア

パス） 

活用方法：相談、町内自治会等の集まりの場での啓発等

に使用 

認知症カフェの開設 平成 30 年度から開設   カフェ数：１ 

認知症予防の取組 取組内容：コグニサイズ等の認知症予防を取り入れたプ

ログラムの開催（和太鼓エクササイズ 等）フレイル予防

事業の実施 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 未設置（令和７年度設置予定） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・認知症カフェ事業 

年間 12 回のカフェを企画・開催。参加者が楽しみながら交流を図れるプログラム（そろばんや

回想法等）を行うとともに、本人や家族等の参加者間で気軽に話ができ、共有できる時間を多く

持てるよう調整を図った。 

・サポーター養成講座 

 町消防団（３年目）、小学校２校（４年目）、町内団体、一般町民、町職員を対象に実施。 

・アルツハイマーデー・月間における啓発活動 

これまで１カ所の町図書館との連携を２か所に増やし、認知症関連書籍等の展示コーナーを設置

し、普及啓発を図った。 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・チームオレンジについては、設置に向け調整中。 

担当課名  健康課 電話：0465-81-5546 
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市町村名 大井町 

テーマ 認知症カフェが地域の憩いの場に 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 17,429 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

4,973 人（28,5％） 

2,916 人（58,6％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 25 年度から   人数：２ 

職種：保健師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：２ 

設置場所：地域包括 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 平成 28 年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 31 年度作成 

名称：認知症ガイドブック  

活用方法：関係機関の窓口などに配架、希望者に配布 

認知症カフェの開設 平成 30 年度から開設   カフェ数：１ 

認知症予防の取組 取組内容：認知症予防講座の実施、おーい！元気会にて

コグニサイズの実施 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和元年度から） 

②設置済み（令和４年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・ケアパスの普及、啓発 

 認知症基本法の施行に合わせて内容を改定し再発行した。関係機関窓口での配架を依頼し、民生

委員や認知症サポーターなどに配布した。町ホームページにも掲載している。 

・認知症カフェ（オレンジカフェ）の開催 

 地域の認知症本人・家族・物忘れが気なってきた方・支援者などを対象に毎月一回カフェを開催。

隔月でイベントを企画してリフレッシュの場を提供するとともに、情報交換や交流の場として活

用してもらっている。 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・認知症カフェは開始前に約半年間プレオープンとし、その間に運営内容など検討しながら本格オ

ープンに備えた。カフェ終了後にサポーターで反省会を行い情報共有に努めている。 

担当課名  福祉課 電話：0465-83-8024 
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市町村名 松田町 

テーマ 住民と共同で地域を支える取組みの推進 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 10,266 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

3,714 人（36.1％） 

2,215 人（59.6％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 27 年度から   人数：1 

職種：社会福祉士 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：1 

設置場所：地域包括 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 無 

ケアパスの作成・活用方法 平成 28 年度作成 

名称：認知症になっても安心して暮らせるまちをめざし

て  

活用方法：窓口相談時、サポーター養成講座時 

認知症カフェの開設 平成 29 年度から開設   カフェ数：1  

認知症予防の取組 取組内容：認知症予防サークルに継続実施支援、（３カ

所）、認知症予防・介護予防を住民主体の自主グループで

の運動教室支援 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ②設置済み（令和 4 年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・認知症カフェ【MATSUDA おれんぢかふぇ】を住民ボランティア団体（チームオレンジ）と共に

月 1 回、認知症家族のつどい年 4 回、ボランティア現任研修年 2 回実施。 

・認知症初期集中支援チーム活動、家族介護教室、認知症サポーター養成講座（自治会向け） 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・いつも MATSUDA おれんぢかふぇ【認知症カフェ】に参加している当事者の方をチームの一員

として一緒にカフェを運営している。できるだけ当事者目線を大切にして運営すると共に意見を

共有するようにしている。 

・年 2 回現任研修を行い、地域でできること、チームオレンジの意味を明確にしつつ、日常生活で

も地域に目を配り、支え・支援できるようにしている。 

・サポーター養成講座を自治会向けに開催しており、認知症の症状を伝えやすいように劇も交えて

いる。 

担当課名  福祉課 電話：0465-83-1226 
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市町村名 山北町 

テーマ 令和５年度事業の継続・充実 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 9,288 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

3,993 人（42,99％） 

2,235 人（55,97％） 

認知症地域支援推進員の配置 令和２年度から   人数：１ 

職種：保健師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：地域包括 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 令和４年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成３０年度作成 

名称：認知症ガイドブック  

活用方法：全戸配布 

認知症カフェの開設 令和元年度から開設   カフェ数：１ 

認知症予防の取組 取組内容：介護予防教室 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ②設置済み（令和４年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・サポーター養成講座、サポーターステップアップ研修の開催 

・認知症カフェを月１回開催 

・推移人が通いの場に参加 

・認知症月間に図書室に認知症関連図書コーナーを設置 

チームオレン

ジにおける工

夫 

 

担当課名  保険健康課 電話：0465-75-3642 
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市町村名 開成町 

テーマ 認知症になっても住み慣れた地域で生活できる地域づくりの取組 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 18,552 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

4,743 人（25.3％） 

2,776 人（58.5％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 27 年度から   人数：１ 

職種：保健師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：町 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 平成 27 年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 28 年度作成 

名称：認知症ガイドブック 

活用方法：講座や希望者へ配布、HP 上への掲載 

認知症カフェの開設 平成 30 年度から開設   カフェ数：２ 

認知症予防の取組 取組内容：シニア脳トレ楽習塾（脳の健康教室）の実施 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和５年度から） 

②設置済み（令和５年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・認知症月間に合わせて認知症についての特集記事を広報で掲載。 

・サポーター養成講座、ステップアップ講座、高齢者等徘徊 SOS 模擬訓練（声掛け訓練）、認知症

予防講座を実施し、認知症の普及啓発に務めた。 

・認知症予防のため週１回５か月間の教室を今年度新規で立ち上げた。教室の初回と最終回で

MMSE を実施し、効果検証を行う予定。 

・町内の事業所等との連携強化を図り、新規に事業所を主体とした認知症カフェの立ち上げの準備

を行っている。 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・既存の団体だけではなく、ステップアップ講座を受講してくれた受講者が団体に所属していなく

ても、一人一人が地域で認知症の方を見守っていく取り組み、地域自体がチームオレンジである

という伝え方をし、町全体として認知症の方を見守っていく一人であるという意識を持ってもら

うよう努めている。 

担当課名  福祉介護課 電話：0465-84-0316 
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市町村名 箱根町 

テーマ いつまでも住み慣れた町で暮らしていくための支援と地域づくり 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 10,854 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

4,096 人（37.7％） 

2,423 人（59.2％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 29 年度から  人数：２ 

職種：社会福祉士、介護支援専門員 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：地域包括 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 令和 5 年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 29 年度作成 

名称：認知症安心ガイド 

活用方法：行政機関の窓口配下 

認知症カフェの開設 令和 4 年度から開設   カフェ数：2 

認知症予防の取組 取組内容：脳と体の若返り教室及びコグニサイズの普及 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和 5 年度から） 

②設置済み（令和 5 年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・サポーター養成講座： 

①毎月１回町立施設にて定期開催 ②サロンや民間企業の希望に応じて出張講座を実施 

③町職員対象に開催予定     ④中学生対象に開催予定 

・アルツハイマー月間に合わせて、認知症に関する記事を「回覧まちだより」に掲載。 

・認知症をにんちしよう会の活動の一環として、「2024 健康・福祉フェスティバル」において、個

別相談を実施。 

・キャロットカフェ（認知症カフェ）の開催（年 12 回） 

・オレンジカフェ宮城野（認知症カフェ）を今年度から開催（年 12 回）。 

・認知症初期集中支援チーム員会議（小田原市、箱根町、真鶴町、湯河原町の広域で開催）。 

・おだわら・はこね家族会 

・認知症等行方不明 SOS ネットワーク 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・オレンジリングの制作をチームオレンジに委託。 

・認知症マフの制作をチームオレンジに委託。 

・今年度から開始したオレンジカフェ宮城野（認知症カフェ）の運営をチームオレンジに委託。 

・既存のサロン活動等の取り組みを活かし、チームオレンジとしての要素を加えて活動していく方

法を検討した。 

担当課名  福祉課 電話：0460-85-7790（直通） 
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市町村名 真鶴町 

テーマ 地域で認知症の方を見守り・支えられる町づくり 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 6,567 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

3,003 人（45.7％） 

1,787 人（59.５％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 27 年度から   人数：１ 

職種：保健師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：地域包括 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 無 

ケアパスの作成・活用方法 平成 29 年度作成 

名称：認知症安心ガイド 

活用方法：公共機関等配架 

認知症カフェの開設 令和５年度から開設   カフェ数：１ 

認知症予防の取組 取組内容：認知症予防教室（お達者教室） 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 未設置（令和 7 年度設置予定） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・まなづるオレンジカフェ 

 地域医療振興協会と連携し「町の保健室」（健康相談の場）に合わせて月に１回実施している。今

後は、参加者増加のための周知方法や町民主体でのカフェの進め方について検討していく。 

・サポーター養成講座の開催 

 平成 25 年から中学校と連携し授業の一環として取り入れている。今後は、町全体での見守り体

制が取れるように幅広い年代での開催を行っていく。（配食ボランテェアの講習や職員の研修会

等） 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・県の伴走支援事業の活用 

 町の社会資源の把握を行い、令和 7 年からの設置に向けて整備を行った。 

 アドバイザーにオレンジカフェに参加してもらい、今後の進め方や方向性についてのアドバイス

を受けた。 

担当課名  保険福祉課 電話：0465-68-1131（代表） 
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市町村名 湯河原町 

テーマ 認知症の方とその家族の方を支える地域づくり 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 23,173 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

10,075 人（43.48％） 

6,189 人（61.42％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 27 年度から 人数：５ 

職種：介護支援専門員、看護師、介護施設職員 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：地域包括 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 令和４年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 令和６年度作成 

名称：認知症安心ガイド  

活用方法：役場窓口、医療機関、協力機関等で配布 

認知症カフェの開設 令和４年度から開設   カフェ数：１  

認知症予防の取組 取組内容：頭の体操教室（ものわすれ予防）、iPad を使

った脳若トレーニング、公園体操（コグニサイズ）の実

施、健康カラオケ（令和 6 年 10 月から実施） 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和６年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・認知症初期集中支援チーム員会議の開催（西湘地域一市三町（小田原市、箱根町、真鶴町、湯河原

町）の広域で実施） 

・ゆがわら・まなづる家族会を２か月に１回開催。介護者同士の交流や医療・介護の専門職との情

報交換の場として活用 

・認知症をにんちしよう会（西湘地域一市三町の行政、地域包括、医療関係者、介護関係者からな

る会）により、認知症啓発フォーラムやイベントを実施 

・サポーター養成講座の開催及びメイト講師派遣、ステップアップ講座開催 

・中学３年生向けサポーター養成講座を実施 

・令和４年度に生活支援コーディネーターを中心に認知症カフェの立ち上げを支援、２ヶ月に１回、

民間のボランティアが開催 

・認知症月間・認知症の日に合わせ、町広報誌、ホームページ、駅前大型電光掲示板等での周知、図

書館での認知症啓発コーナーの設置、認知症映画上映会の開催により、啓発活動を実施 

・成年後見制度利用支援、ひとり暮らし高齢者登録・認知症等行方不明 SOS ネットワーク登録の推

進  

・頭の体操教室（ものわすれ予防）、iPad を使った脳若トレーニング、公園体操（コグニサイズ）な

どの介護予防事業の実施 
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チームオレン

ジにおける工

夫 

・すでに民間のボランティアが実施している認知症カフェと、町が実施している家族会をチームオ

レンジの拠点とすることを考え、令和６年度から設置 

・メンバー協力のもと９月に認知症映画上映会を開催 

・メンバーとの打合せ会を実施、打合せの際にメンバーが参加しやすくなるよう ZOOM と会場の

ハイブリットで開催 

・LINE のオープンチャットを活用し、メンバーと認知症に関する情報の共有等ができるよう連絡の

取りやすい体制づくりを行う 

担当課名  介護課 電話：0465—63-2111（内線：344・345） 
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市町村名 愛川町 

テーマ いつまでも住み慣れた地域で自分らしく 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 39,387 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

12,422 人（31.5%） 

6,835 人（55.0%） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 27 年度から   人数：2 

職種：保健師１、事務職１ 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：1 

設置場所：地域包括 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 無 

ケアパスの作成・活用方法 平成 29 年度作成 

名称：認知症あんしんガイド  

活用方法：相談初期の説明用に使用、窓口に配架 

認知症カフェの開設 平成 30 年度から開設   カフェ数：２ 

認知症予防の取組 取組内容：認知症予防教室（コグニサイズプログラム） 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 未設置（設置予定 未定） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・アルツハイマーデーの周知記事の掲載 

・認知症に関する正しい知識の普及（学校の授業の一環として愛川高校でサポーター養成講座を実

施） 

チームオレン

ジにおける工

夫 

 

担当課名  高齢介護課 電話：046-285-6938 
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市町村名 清川村 

テーマ 認知症について村民の誰もが正しい知識を持ち、早期に相談できる体制・地域で支える関係づくり 

自治体の 

情報 

人口（令和６年 12 月１日現在） 2,715 人 

65 歳以上人口（高齢化率） 

75 歳以上人口（高齢者に占める割合） 

1,072 人（39.5％） 

566 人（52.8％） 

認知症地域支援推進員の配置 平成 27 年度から  人数：１ 

職種：保健師 

認知症初期集中支援推進事業の実施状況 チーム数：１ 

設置場所：地域包括 

認知症サポーターステップアップ研修の実施 令和４年度から実施 

ケアパスの作成・活用方法 平成 29 年度作成 

名称：清川村認知症あんしんガイドブック 

活用方法：相談初期の説明用に使用 

認知症カフェの開設 令和３年度から開設   カフェ数：１ 

認知症予防の取組 取組内容：認知機能向上教室（一般介護予防事業）の実

施 

チームオレンジの取組【別紙２参照】 ①設置済み（令和４年度から） 

②設置済み（令和４年度から） 

認知症に係る

主な取組（推

進員活動含

む） 

・社協と連携をとりながら、住民主体による住民活動（見守り、お茶飲み、体操、散歩等のサロン活

動）の支援、サポーター養成講座を実施。支援の必要な方の早期対応に努めている。 

・独居・高齢者世帯への配食サービスによる地域の見守りの実施 

・75 歳以上の独居高齢者の訪問等による把握 

・引きこもり・軽度認知症の方などに対する通所型サービスＡの実施 

・認知機能向上教室（一般介護予防事業）の実施 

・徘徊高齢者に対する「認知症高齢者等見守り支援ラベルシール」の配布 

・「包括だより」や、村広報紙に認知症の正しい知識を掲載 

・世界アルツハイマー月間の９月に図書館内で、認知症について啓発事業の実施 

・介護家族交流会（認知症の方の家族も含む）の実施 

・村主催の認知症カフェの実施 

チームオレン

ジにおける工

夫 

・老人会や婦人会など、既存の活動を活かしてチームオレンジとしても継続できるようにした。 

担当課名  子育て健康福祉課 電話：046-288-3861 
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３ 各保健福祉事務所・センターにおける認知症の取組 

保健福祉事務所名 平塚保健福祉事務所 

管轄市町村 平塚市、二宮町、大磯町 

主な取組 

○精神科医師によるもの忘れ・認知症相談を月１回実施した。 

○管内市町の認知症施策担当課、警察、県高齢福祉課と担当者会議を開催。関係者間の連携の

強化並びに管内認知症施策事業の円滑な実施に向けて情報共有、意見交換を行った。 

○以下の通り、普及啓発活動を実施した。 

・労務安全衛生協会平塚支部主催令和６年度地区会で若年性認知症をテーマに講義実施。 

・世界アルツハイマーデー月間中、平塚合同庁舎、平塚保健福祉事務所にて、認知症関連リー

フレット等関係書類の展示と配布。 

・二宮町社会福祉大会・ふれあい福祉のつどいにて「認知症未病改善キャラバン」出展。 

・東海大学湘南キャンパス大学祭にて、各種認知症関連リーフレット配布。 

・食生活改善推進団体ママの会、保健師学生合同セミナーにてサポーター養成講座実施。 

○平塚市、大磯町、二宮町と共催し認知症カフェ運営団体の交流会を開催。日々の活動へ活か

せる情報が得られ、横のつながりを深める機会を目指し講義とグループワーク実施。  

○地域の外食チェーン店を活用した新規認知症カフェを２件企画（マクドナルド平塚山下店、

デニーズ見附町店）。令和７年度本格稼働へ向け、プレ開催を令和７年２月実施。 

今後の取組 

○新規認知症カフェ２件のうち１件は若年性認知症を主な対象とし、神奈川県若年性認知症

支援コーディネーター、平塚市と共催で企画している。この取り組みを機に、管内における

若年性認知症への支援・連携体制づくりに努める。  

○もの忘れ・認知症定例相談について、実施後の支援体制を含め内容を見直し、今後の更なる

効果的な運用、発展へむけ取り組む。 

担当課名 保健予防課 電話：0463-32-0130（代） 

 

保健福祉事務所名 平塚保健福祉事務所秦野センター 

管轄市町村 秦野市、伊勢原市 

主な取組 

・もの忘れ相談を月 1 回開催。来所または訪問で実施し、本人、家族、支援者への相談に応

じた。 

・専門職派遣事業として、認知症を持つ方、家族の支援に関わる介護支援専門員等を対象にし

た研修を共催にて開催した。また、管内の関係機関の連携体制の強化に向けて、若年性認知

症支援をテーマとした事例検討会を開催した。 

・認知症の方とその家族が住み慣れた地域で暮らし続けられること、 

若年性認知症当事者の発信の場として、 

若年性認知症をテーマとした講演会を開催した。 

・若年性認知症当事者と家族の交流の場、発信の場として、年 2回つどいを開催した。 
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・令和4年度に、当所にて若年性認知症の相談窓口のチラシを作成。 

今年度、管内に疾患医療センターの新規開設されたことをうけ、 

医療機関、関係機関へ調整のもと、チラシの内容修正を行った。 

チラシは、関係機関へ周知を行っている。 

 

 

 

 

今後の取組 

・上記取り組みを継続。 

・若年性認知症支援については、自分事として考えてもらえるように普及啓発や関係機関と

の連携強化に向け、講演会・研修の開催を検討していきたい。また、若年性認知症の当事者

や家族のつどいは、交流の場や発信の場として定期開催を希望する声が聞かれるため、今後

も開催を企画していきたい。 

担当課名 保健予防課 電話：0463- 82-1428（代） 
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保健福祉事務所名 鎌倉保健福祉事務所 

管轄市町村 鎌倉市、逗子市、葉山町 

主な取組 

・精神科医師によるもの忘れ・認知症相談を年８回来所または訪問で実施し、本人や家族、支

援者への相談に対応した。 

・管内市町の認知症施策担当課、認知症疾患医療センター、若年性認知症支援コーディネータ

ー、県高齢福祉課を対象に担当者会議を開催し、管内認知症施策事業の円滑な実施に向けて

情報交換等を行った。 

・労務・安全衛生管理講習会にて、神奈川労務安全衛生協会横須賀支部・横須賀三浦労働基準

協会の会員事業所事業主及び労務人事安全管理者等を対象に若年性認知症についての健康

教育を行った。 

・管内市町の民生委員等に対して、若年性認知症支援についての周知啓発を行った。 

今後の取組 
・若年性認知症支援についての周知啓発を、地域及び職域ネットワークの協力のもと進めて

いく。 

担当課名 保健予防課 電話：0467-24-3900 

 

保健福祉事務所名 鎌倉保健福祉事務所三崎センター 

管轄市町村 三浦市 

主な取組 

・精神科医師によるメンタルヘルス相談（もの忘れ相談含む）を毎月実施している。 

・認知症施策ネットワーク会議を開催し、地域包括の推進員や市担当者と現状把握や課題の

共通認識を行っている。 

・家族会が主催する「家族交流会・研修会」を後援した。また、地域包括が主催する家族会や

認知症カフェに協働している。 

・当センターで実施している出前型各種講習会の一環として、認知症ケアについて、随時依頼

を受け出前講座を実施している。 

今後の取組 
・誰もが尊厳をもって暮らし、その人らしい意思決定が尊重されることを目指し、ACPにつ

いてともに考える認知症ケア従事者研修会の開催を予定している。 

担当課名 保健予防課 電話：046-882-6811 
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保健福祉事務所名 小田原保健福祉事務所 

管轄市町村 小田原市、箱根町、真鶴町、湯河原町 

主な取組 

・月１回精神科医による定例相談（予約制）を実施し、本人・家族の相談支援の他、地域包括

等からの困難事例へのコンサルテーションとしても活用している。 

・市町・警察署・若年性認知症支援コーディネーター・高齢福祉課と認知症等行方不明 SOS

ネットワーク担当者会議を開催し、ネットワークの運用状況について情報交換行い、捜索依

頼時の流れや管内版要領について意見交換を行った。 

・若年性認知症の理解促進に向け、認知症疾患医療センター医師とかながわオレンジ大使に

講演を依頼し、職域を対象としたセミナーを実施した。 

・世界アルツハイマーデーに合わせて、「かながわオレンジ大使」のメッセージ動画視聴のき

っかけとなるよう、動画の QRコード付きポスターを作成し普及啓発を行った。 

・若い世代への普及啓発として、看護学生に認知症の講義とコグニサイズを実施した。 

今後の取組 

・若年性認知症の職域向け研修は好評だったため次年度も継続予定。当事者・家族支援につい

てはニーズに応じて検討してく。 

・認知症行方不明等 SOS ネットワークの担当者会議を開催し、円滑な運用に向けて意見交

換を行う。 

担当課名 保健予防課 電話：0465-32-8000 

 

保健福祉事務所名 小田原保健福祉事務所足柄上センター 

管轄市町村 南足柄市、中井町、大井町、松田町、山北町、開成町 

主な取組 

・年 6回専門医による認知症相談を実施（予約制）。毎月開催している精神保健福祉相談でも

認知症に関する相談が可能。家庭訪問や来所面接を行い、ご本人・ご家族、関係機関職員等、

地域支援者の相談の場として活用いただいた。 

・管内市町村によるSOS ネットワークの担当者会議を開催し、ネットワークの取組内容や現

状についての情報共有を行った。また、認知症担当者会議を併せて実施し、取組内容や課題

についての意見交換を行った。 

今後の取組 

・支援者を対象に、認知症家族の思いを知り、支援に活かすことを目的として認知症従事者研

修会を開催予定。 

・合同庁舎職員対象にサポーター養成講座を開催予定。 

担当課名 保健予防課 電話：0465-83-5111 
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保健福祉事務所名 厚木保健福祉事務所 

管轄市町村 厚木市、海老名市、座間市、愛川町、清川村 

主な取組 

・精神科医師による精神保健相談（もの忘れ・認知症相談含む）を実施している。ご家族・関 

係者のみの相談も可能。 

・管内市町村、警察、保護協力施設に出席いただき、管内市町村の認知症事業担当者会議及び

認知症行方不明 SOS ネットワークの担当者会議を合同で開催し、認知症事業の取組やネ

ットワークの現状について情報共有を行っている。 

・看護学生を対象にサポーター養成講座を実施している。 

・若年性認知症の支援をテーマに、シンポジウムを開催している。 

今後の取組 ・上記の取組を継続していく。 

担当課名 保健予防課 電話：046-224-1111 

 

保健福祉事務所名 厚木保健福祉事務所 大和センター 

管轄市町村 大和市、綾瀬市 

主な取組 

・精神科医師による、もの忘れ・認知症相談（予約制）を年８回、来所または訪問で実施。 

・世界アルツハイマーデー月間にあわせ、ポスターの掲示やパンフレットを配架し、来所され

た住民の方々に、未病（認知症版）のパンフレットについて説明と配布を行い、普及啓発を

行った。 

・認知症従事者研修として、管内市や地域包括を対象に、医師による講演と、認知症の困難事

例と解決策についてグループディスカッションを実施した。それぞれの考える視点や支援方

法など勉強になったという意見も聞かれ、今後も情報共有の場の必要性を感じた。 

・認知症普及啓発事業として、管内市内の企業を対象に研修会を実施。認知症当事者の講演も

実施し、「認知症のイメージが、がらりと変わった」という声が聞かれ、予防の大切さと当

事者の声を届けることができた研修になった。 

今後の取組 
・上記の取組を継続。 

・認知症担当者会議及び SOS ネットワーク運営委員会を合同で開催予定。 

担当課名 保健予防課 電話：046-261-2948 
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保健福祉事務所名 茅ヶ崎市保健所 

管轄市町村 茅ヶ崎市、寒川町 

主な取組 

・若年性認知症の定例事業として「本人ミーティング」を毎月１回実施している。また、家

族会である「うみの会」は自主グループとして年４回、本人ミーティングの同日に開催し

ており、保健所は事務や会場予約等のサポートを行っている。 

・市、町で開催される認知症初期集中支援チーム員会議に出席し、初期集中支援チームとの

連携・協力を行っている。 

・市の高齢福祉課と共催で開催した「ちがさきオレンジＤａｙ」において、若年性認知症の

当事者の講演会を行った。 

・若年性認知症従事者研修を年１回実施。今年度は湘南東部総合病院認知症疾患医療センタ

ーの若年性認知症支援コーディネーターとの共催で研修会を実施した。 

今後の取組 
・本人ミーティングを月に１回実施。うみの会についても継続して支援を行っていく。 

・若年性認知症従事者研修の開催 

担当課名 保健予防課 0467-38-3315 
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４ 認知症地域支援推進員研修及び県内配置状況 

（１）研修の目的 

認知症の人が住み慣れた地域で生活を継続するためには、医療、介護及び生活支援を行うサー

ビスが有機的に連携したネットワークを形成し、認知症の人への効果的な支援を行うことが重要

である。 

各市町村における認知症の人への支援体制を構築していくための担い手となる「認知症地域支

援推進員」は、自らの市町村における支援員としての役割や具体的な活動を考え、また、設置す

る市町村や保健福祉事務所は、 「認知症地域支援推進員」に対する支援のあり方を考える機会と

する。 

令和元年度からは、経験に応じた内容とするため、新任者・現任者に分けて研修を実施してい

る。 

 

（２）研修内容・プログラム 

〇新任者研修：令和６年７月10日（水）オンライン開催 

時間 内容及び講師 

９:30～11:30 

 

 

 

 

 

 

11:30～12:00 

13:00～13:30 

13:30～14:00 

 

14:10～15:40 

15:50～16:30 

16:30～17:00 

 

〇講義 

「国の認知症施策の現状と方向性、推進員の位置づけと役割の理解」 

 （認知症介護研究・研修東京センター） 

○「神奈川県の認知症施策について」 

（県高齢福祉課） 

〇事例発表 

（川崎市健康福祉局地域包括ケア推進室） 

〇グループワーク① 

○かながわオレンジ大使・支援者による講演 

○「若年性認知症についての理解と支援」 

（久里浜医療センター 若年性認知症支援コーディネーター） 

〇グループワーク② 

○発表 

○講評 

○事務連絡 
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〇現任者研修：令和７年２月20日（木）オンライン開催 

時間 内容及び講師 

９:30～11:30 

 

 

 

 

 

 

11:30～12:00 

13:00～13:30 

13:30～14:00 

 

14:10～15:40 

15:50～16:30 

16:30～17:00 

 

〇講義 

「認知症施策の動向と、推進員の役割の確認」 

 （認知症介護研究・研修東京センター） 

○「神奈川県の認知症施策について」 

（県高齢福祉課） 

〇事例発表 

（南足柄市高齢介護課） 

〇グループワーク① 

○認知症ご本人・支援者による講演 

○「若年性認知症についての理解と支援」 

（湘南東部総合病院 若年性認知症支援コーディネーター） 

〇グループワーク② 

○発表 

○講評 

○事務連絡 

 

（３）推進員配置状況（累計） 

（年度） 

区分 H26 H27 H28 H29 H30 R１ R２ R３ R4 R５ R６ 

配置市町村数 ５ 25 22 31 33 33 33 33 33 33 33 

配置人数 ５ 37 66 108 126 132 146 188 211 218 219 

               ※配置状況は各年度４月現在の数値 
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